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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　令和２年１月22日（水）、「埼玉県農業共済会館」において開業部会及び勤務部会両運営委員会による新入
会員研修会を開催しました。
　午後１時30分から開始された研修会では、全ての新入会員を対象とした全体研修と、開業支部会員のみを
対象とした開業支部会員研修が実施されました。

１　全体研修会
　中村滋副会長の開会の言葉に続き、出席している新入会員の自己紹介と役員の紹介に続き、髙橋三男会長
から、開業部会の新入会員に対し、動物病院に掲示する「埼玉県獣医師会開業会員証」を交付いたしました。
　髙橋会長から新入会員に対し、埼玉県獣医師会への入会を祝すとともに激励をする挨拶がありました。
　続いて、獣医師定款や倫理などの全般的な内容について次のとおり研修が行われました。特に顧問税理士
の間嶋先生には、動物病院での雇用機会が増すなか、社会保険制度や労働基準法などの雇用関係、税務関係、
マイナンバー制度、収入印紙などについて講義をお願いいたしました。
①　埼玉県獣医師会会員憲章について（大橋邦啓総務委員長）
②　埼玉県獣医師会定款・諸規程について（大橋邦啓総務委員長）
③　獣医師のあり方について（中村滋開業部会第１運営委員長）
④　獣医師倫理について（中村滋獣医事調査委員長）
⑤　獣医師関係法令について（岩田信之勤務部会運営委員長）
⑥　雇用・税務関係について（顧問税理士　間嶋順一先生）

２　開業支部会員研修会
　午後４時からは、開業支部の新入会員のみを対象として、開業獣医師にとって必要な法律手続きや診療業
務にあたっての心構え、集合狂犬病予防注射事業の事務手続きなどについて研修が行われました。
①　開業獣医師に係る関係法令について（小暮一雄開業部会第２運営委員長）

令和元年度　埼玉県獣医師会　新入会員研修会を開催

新入会員を前に全体研修会で挨拶する髙橋三男会長
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②　集合狂犬病予防注射の実施について（渋谷正志狂犬病予防委員長）
　講義の終了後、午後５時に八木賢裕監事が閉会の言葉を述べて研修会は終了しました。
　今回の研修会には、27名の新入会員のうち23名（開業10名、勤務13名）が出席されました。参加者は配布
された多くの資料に目を通しながら講義に聞き入り、熱心に受講されていました。

広告

全体研修会に続いて開業支部会員研修会を開催
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　日本獣医師会主催の令和元年度日本獣医師会獣医学術学会年次大
会が、東京都千代田区で次のとおり開催されました。
　　日　　　時　�令和２年月２月７日（金）から９日（日）までの

３日間
　　会　　　場　東京国際フォーラム
　　参加登録者　約1,000名

１　主なプログラム
⑴　地区学会長賞受賞講演
　全国９ブロックの獣医学術地区学会で地区学会長賞を受賞した研究演題が発表されました。各学会での発
表演題数などは次のとおりです。
　ア　日本産業動物獣医学会
　　　発表演題数　19題（うち関東・東京合同地区２題）
　　　学会長　佐藤　繁　岩手大学農学部教授
　イ　日本小動物獣医学会
　　　発表演題数　19題（うち関東・東京合同地区２題）
　　　学会長　佐藤れえ子�岩手大学農学部教授
　ウ　日本獣医公衆衛生学会
　　　発表演題数　11題（うち関東・東京合同地区１題）
　　　学会長　丸山総一�日本大学生物資源科学部教授
≪日本獣医師会獣医学術奨励賞受賞者一覧≫
　それぞれの学会で獣医学術奨励賞を受賞した講演は次のとおりです。
【産業動物部門】
　毛包を用いた免疫ペルオキシダーゼ法による牛ウイルス性下痢ウイルス持続感染牛の簡易検出法
　福成和博（岩手県中央家畜保健衛生所）、他
【小動物部門】
　動物病院におけるセキセイインコのマクロラブダス症の臨床疫学調査
　平野郷子（グリーン鳥の病院）、他
【公衆衛生部門】
　養豚場における食肉検査結果の決定要因の主成分分析による解析法
　足立泰基（北海道根室保健所）、他
⑵　シンポジウム
　小動物、産業動物、公衆衛生の各分野をはじめ、幅広い分野で数多くのシンポジウムが開催されました。
⑶　市民公開シンポジウム
　市民に公開されたプログラムは以下のとおりでした。
　ア　獣医師の働き方改革、新たなステージへ－乗り遅れないためのヒント－
　イ　農場HACCP認証制度とスマート農業・畜産の推進に向けた管理獣医師の役割

令和元年度日本獣医師会獣医学術学会
年次大会が東京都で開催

会場全景
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　ウ　CSF（豚コレラ）対策として求められる野生イノシシの生態学的・行動学的知見と防疫対応の考え方
⑷　教育講演・一般口演など
　この他、各種の教育講演が行われたほか、各学会の一般口演や展示協賛企業が主催するランチョンセミナー
が行われました。
≪本会会員の発表など≫
　日本獣医公衆衛生学会の一般口演で、小山正人先生（西支部）が、「埼玉県鳩山町でのアライグマ根絶の
取り組み－CPUEを利用した生息数の推定と実際－」について発表しました。
　また、諸角元二先生（東支部）は日本獣医師会獣医学術賞「獣医学術学会賞」小動物部門の審査協力者と
して参加されました。
２　歓迎交流会
　８日（土）の午後６時からは、B棟７階の第１会場において歓迎交流会が開催されました。まず、学会並
びに年次大会の主催者を代表して藏内勇夫日本獣医師会会長が挨拶したあと、来賓の羽鳥裕日本医師会常任
理事から挨拶があり、酒井健夫日本獣医師会顧問の乾杯により懇親に入りました。
　歓迎交流会には、全国の獣医師会会員を始め、各学会の運営委員や行政機関の方々などが参加し、和やか
な雰囲気のなかで交流を深めておりました。

　なお、今後の年次大会の開催予定は、次のとおりです。引き続き、会員の先生方の御協力をお願いします。
令和２年度
開催地　　神戸国際会議場・神戸国際展示場（神戸市）
期　日　　令和３年１月22日（金）～24日（日）

左から　�境政人日本獣医師会副会長・専務理事、宗像俊太郎理事、大橋邦啓理事、諸角元二先生
（東支部）、小暮一雄副会長、髙橋三男会長、藏内勇夫日本獣医師会長、酒井健夫日本獣
医師会顧問、中村滋副会長、林繁雄理事
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　令和２年１月24日（金）午前10時から、さいたま市の「大宮ソニックシティ603会議室」において、令和
元年度埼玉県家畜保健衛生業績発表会が開催されました。
　この発表会は、家畜衛生及び家畜管理技術の改善向上に資することを目的に埼玉県農林部が毎年度、開催
しているもので、農林部の獣医・畜産関係職員や埼玉県獣医師会等の関係者65名が参加して、県関係機関が
実施した事業や調査研究等に関する成果発表と活発な討議が行なわれました。
１　開会
　発表会は、伊藤麗子畜産安全課主幹の司会で進行し、根岸章王埼玉県食品安全局長の主催者挨拶に続き、
助言講師及び来賓の方々が御紹介されました。助言講師は、国立研究開発法人�農業・食品産業技術総合研
究機構�動物衛生研究部門�生物学的製剤製造グループの髙木道浩グループ長、日生研株式会社�学術・安全管
理室�の堤信幸室長、公益社団法人埼玉県獣医師会の髙橋三男会長、埼玉県農業技術研究センターの神田徹
副所長、埼玉県川越家畜保健衛生所の堀井菜摘子所長、の５名の先生方で、また、来賓として埼玉県獣医師
会の中村滋副会長と小暮一雄副会長が出席いたしました。

２　発表・討議
　発表は３部で構成され、第1部が「家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生所の企画推進に関する業務」
に関するもので４題の発表がありました。また、第２部の「家畜保健衛生所及び病性鑑定施設における家畜
の保健衛生に関する試験及び調査成績」は４題、第３部の「家畜保健衛生所以外の畜産関係機関における試
験、研究、調査成績」は１題であり、合計９演題が発表されました。
　それぞれの発表終了後には、髙橋会長をはじめとする各助言講師から、熱心な質問や助言があり、活発な
討議が行なわれました。

令和元年度埼玉県家畜保健衛生業績発表会開催報告

助言講師と来賓の先生方
前列左から　髙橋三男会長、髙木道浩動物衛生研究部門グループ長、堤信幸日生研（株）室長
後列左から　�小暮一雄副会長、中村滋副会長、堀井菜摘子川越家畜保健衛生所長、神田徹農業技

術研究センター副所長
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３　審査結果発表
　発表終了後、別室において助言講師による審査会が行われ、埼玉県代表と埼玉県獣医師会会長賞が選考さ
れました。
　審査会が開催されている間に発表会場では、県内で発生したCSF（豚コレラ）の農林水産省の疫学疫学調
査チームの調査に参加した中央家畜保健衛生所の多勢景人担当部長がその概要を報告しました。
　審査会終了後、助言講師を代表して髙木道浩グループ長から、埼玉県代表として関東甲信越ブロック業績
発表会で発表される演題の発表と講評がありました。

埼玉県代表演題
第１部
　消毒ポイントの運営からみえた課題と対応状況（川越家畜保健衛生所　田代卓也　ほか）
　特定家畜伝染病発生時における防疫活動支援業務の概要と課題（川越家畜保健衛生所　成田沙織　ほか）
第２部
　肉用牛に発生したユズリハ中毒疑い事例（中央家畜保健衛生所　春山優唯）

　続いて、髙橋三男埼玉県獣医師会会長が「昨年はまさかのCSFの
県内発生により、農林支部の先生方を中心に県職員の皆さんには大
変過酷な作業をしていただいた。関東地方では初の発生となり、そ
のステージが変わったことにより、防疫措置もワクチンを使用する
方法に変更された。県内でも昨年11月から初回接種が無料で実施さ
れ、すべての豚への接種が終了した。就任間もない大野知事には大
きな試練であったが、危機管理の専門家としてその手腕をいかんな
く発揮していただいた。本日は大変忙しいなかCSFの対応を４題に
分けて、それぞれのご苦労や問題点が報告されたが、是非ともこの
貴重な経験を取りまとめて全国に向けて発信していただきたい。」
と挨拶を述べたあと、埼玉県獣医師会長賞の受賞者を発表しました。

埼玉県獣医師会長賞受賞演題
第１部
　豚コレラ（CSF）発生５農場における埋却方法と課題（熊谷家畜保健衛生所　椚友香　ほか）
第２部
　県内動物展示施設で発生したシロフクロウの鳥マラリア（中央家畜保健衛生所　小池絵理子）
第３部
　書熱期の乳牛におけるバイパスナイアシン給与効果（農業技術研究センター　大沢玲）

４　表彰及び閉会
　審査結果の発表後、関東甲信越ブロック業績発表会への埼玉県代表に選出された３名には丸山盛司畜産安
全課長から、また、埼玉県獣医師会長賞に選出された３名については、髙橋三男会長、中村滋副会長及び小
暮一雄副会長から表彰状が授与され、午後４時に閉会となりました。

講評と獣医師会長賞の発表を行う
髙橋三男会長
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埼玉県代表及び埼玉県獣医師会長賞の受賞者を囲んで
前列左から　�小池絵理子先生（中央家保）、大澤玲先生（農業技術研究センター）、椚友香先生（熊谷家保）、堤信幸室長、

髙橋三男会長、髙木道浩グループ長、田代卓也先生（川越家保）、成田沙織先生（川越家保）、春山優唯先生（中
央家保）

後列左から　�小暮一雄副会長、中村滋副会長、堀井菜摘子所長、丸山盛司畜産安全課長、神田徹副所長

広告
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ボウリング大会の開催
埼玉県獣医師会主催

　令和２年２月11日（火・祝）、埼玉県獣医師会主催のボウリング大会が、浦和国際ボウル（さいたま市）

を会場に52名が参加して開催されました。この大会は、埼玉県獣医師会の福利厚生事業の一環として会員や

ご家族、賛助会員等の健康増進と親睦を目的に開催し、大会運営には、ボウリング同好会の先生方の御協力

をいただき、厚生委員会があたりました。

開会式
　厚生委員会の荻久保康司副委員長（西支部）の司会により、午後３時30分から開会式が行われました。

　別部博司厚生委員長による開会の言葉、髙橋三男会長の挨拶に続き、ご協賛いただいた賛助会員様の紹介、

注意事項などの説明があり、髙橋会長による始球式により午後４時から競技が開始されました。

各賞を目指して熱戦が繰り広げられる
　40名が14レーンに分かれて熱戦を繰り広げました。ボウリング同好会会員以外は、女性は一律、男性は年

齢によるハンデキャップを設け、１人２ゲームを投球した合計点で競いました。

　競技は厚生委員やボウリング同好会の先生方の円滑な運営により、和やかなうちに進み、各レーンではハ

イタッチする光景や、笑い声、歓声が響き、楽しいひと時を過ごしていました。

開会式

表彰式で挨拶する髙橋三男会長 髙橋会長による始球式

右から　別部博司厚生委員長、荻久保康司副委員長
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表彰式
　午後５時00分から表彰式が行われ、司会者から成績が発表され、髙橋会長をはじめ出席した各役員から賞

品が授与されました。

　鈴木恵美子さん（ご家族）が137、182で合計319とスクラッチでも総合7位の好成績で男性の実力者を抑え

て優勝し、髙橋会長から賞状、優勝トロフィー、記念品が贈られました。

　５位までの入賞者には賞状と豪華記念品が贈られましたが、特別賞として「ハイゲーム賞（男女別）」、「ブー

ビー賞」、「ブービーメーカー賞」、「飛び賞」が設定され、７位及び10位以降の下一桁が０、１、５の順位の

方に飛び賞が贈られました。６位及び８位の方には新井宣明先生（さいたま市支部）とアクティ（株）様か

ら提供されたビール各１ケース、９位、10位、11位の方には髙橋会長賞が贈られました。

　また、髙橋会長が持参された会長特別賞が６位以下の出席者全員と髙橋会長のジャンケン大会で勝ち抜い

た中村滋副会長と吉川康一先生（さいたま市支部）に贈呈されました。すべての出席者には参加賞として狭

山茶が手渡されました。

　終わりにあたり、中村滋副会長が閉会の言葉を述べ、午後５時30分にボウリング大会は盛会裏のうちに幕

を閉じました。多くの方々に参加をいただく中、滞りなく進行し、交流を深めることができました。

　厚生委員の先生方と斎藤和也先生を始めとするボウリング同好会の皆様方には、大会の準備や運営にあた

りまして、絶大なる御協力をいただき誠にありがとうございました。

　また、賛助会員の皆様には、多くの方の参加と沢山の賞品等をご提供いただき厚く御礼申し上げます。

　さらには、お忙しい中、御参加いただいた先生方、御家族の皆様に改めて感謝申し上げます。

上位成績
スクラッチ ハンディ 合計

優　勝 鈴木恵美子さん（ご家族） 319 100 419
準優勝 新井　宣明先生（さいたま市支部） 382 0 382
3�位 島崎　　章先生（アクティ(株)） 316 60 376
4�位 滝沢　直樹先生（さいたま市支部） 367 0 367
5�位 布川　昭一先生（さいたま市支部） 365 0 365

ハイゲーム 男子　滝沢　直樹先生（さいたま市支部） 223
女子　鈴木恵美子さん（ご家族） 182

中村副会長、小暮副会長から
優勝トロフィーの授与

会長特別賞争奪じゃんけん大会
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上位入賞者を囲んで
前列左から　�鈴木光郎先生（第７位）、鈴木恵美子さん（優勝・女子ハイスコア）、髙橋三男会長、新井宣明先生（準優勝）、

島崎章さん（第３位）、滝沢直樹先生（第４位）、布川昭一先生（第５位）
後列左から　�山本慎也厚生委員、石神敬厚生委員、本橋功一厚生委員、荻久保康司厚生副委員長、髙橋一成さいたま市

支部長、小暮一雄副会長、中村滋副会長、別部博司厚生委員長、大橋邦啓北支部長、川辺貴久厚生委員、
山中利之監事、林繁雄理事

広告
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　令和２年２月１日（土）午後６時から、パレスホテル大宮で開催された第5回埼玉県医師会新年会「2020
新春の集い」に髙橋三男埼玉県獣医師会会長が来賓として招待され、参加いたしました。
　新年会には、国会議員や県議会議員、市町村長など多くのご来賓が招かれるなか、医師会会員をはじめ医
療関連団体など570名を超す方々が出席しました。
　主催者の金井忠男埼玉県医師会長の挨拶と来賓代表の大野元裕埼玉県知事、中川俊男日本医師会副会長の
挨拶などに続いて行われた「鏡開き」には髙橋会長も登壇されるなど、盛大な新年会となりました。

　狂犬病や高病原性鳥インフルエンザをはじめとする多くの人と動物の共通感染症の流行制御への関心や、
食品の安全性確保に関する意識が高まる中、医師と獣医師が緊密に連携し、安全で安心な社会を構築するこ
とが求められ、平成25年12月に「公益社団法人日本医師会と公益社団法人日本獣医師会の学術協力に関する
協定書」が締結され、翌年10月には「一般社団法人埼玉県医師会と公益社団法人埼玉県獣医師会の学術協力
の推進に関する協定書」を締結しました。その後、全国47都道府県の獣医師会が同様の協定を締結していま
す。
　また、平成28年11月には第２回世界獣医師会―世界医師会 “One�Health” に関する国際会議が福岡県北九
州市内で開催されるなど、獣医師会と医師会の連携が益々強まる中、埼玉県医師会や関連団体との交流を深
めることができました。

埼玉県医師会の新年会に出席

鏡開きには髙橋三男会長が登壇
左の樽　左から１人おいて　大野元裕知事、金井忠男埼玉県医師会長
右の樽　左端　高橋三男会長
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　昨年、埼玉県で発生したＣＳＦ（豚熱）では、残念ながら約7,600頭の豚が本来の役割を果たすことなく
命を失いました。これらの豚たちの御霊にお祈りし、感謝と畏敬の念をささげるため、発生地域を管轄する
熊谷家畜保健衛生所で慰霊式が下記のとおり開催され、大野元裕知事、神尾高善県議会議長とともに髙橋三
男会長も出席しました。

記
１　日時　令和元年12月22日（日）11：00～11：30
２　場所　埼玉県熊谷家畜保健衛生所　動物慰霊碑前
３　主催　埼玉県養豚協会

CSF（豚熱）慰霊式に出席

熊谷家畜保健衛生所の動物慰霊碑前で開催

前列左から　�髙橋三男会長、若林龍司ＪＡ埼玉県中央会会長、大野元裕知事、�
神尾高善県議会議長、新井豪県議会副議長、齊藤邦明県議会議員、�
飯塚俊彦県議会議員、小川真一郎県議会議員、江原久美子県議会議員
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小
おざ わ

澤　賢
けんいち

一
団体支部

支　部　名 氏　　　　　名 勤　務　先
団体 小　澤　賢　一 宮代町・東武レジャー企画株式会社

勤務部会

新　入　会　員
新入会員報告

ひ　ろ　ば さいたま市支部学術講習会開催報告
さいたま市支部長　髙橋　一成

学術委員　林津　陽平

　さいたま市支部では、令和２年１月26日（日）にどうぶつの総合病院麻酔科・外科主任　米国獣医麻酔疼
痛管理専門医の浅川誠先生をお招きして、「麻酔を基礎からもう一度考えよう」と題した学術講習会を開催
いたしました。
　今回の講習会では、麻酔に用いる薬剤の特徴や使用に際して注意すべき点、麻酔モニタリングの解釈方法、
症例に基づいた麻酔中のトラブルへの対処方法などについて、麻酔シミュレーターを用いて詳細に解説いた
だきました。
　大変充実した内容の、有意義な講習会となりました。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 東支部 団体支部

42名 30名 2名 7名 3名
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南支部学術講習会開催報告①
南支部長　宗像　俊太郎
学術委員　松尾　　英治

　南支部では、１月19日（日）さいたま共済会館にて南支部学術講習会を開催しました。日本小動物医療セ
ンターの小林哲也先生をお招きし、「臨床医が臨床医に伝える臨床医のためのがんの診断学」という演題で
ご講演いただきました。
　大学でもほとんど教わることのない診断学というテーマでした。忙しい日常で自分自身どうスキルアップ
するか、勤務医・後輩をどう指導していくかということに通じる生きた知識をお話頂きました。同日南支部
の新年会も開催され講師の小林先生にもご参加いただきました。講師の小林先生ならびにご参加いただきま
した先生方に心より感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 衛生支部 団体支部 会員外

69名 12名 32名 1名 2名 6名 1名 9名 6名

南支部学術講習会開催報告②
南支部長　宗像　俊太郎
学術委員　松尾　　英治

　南支部では、２月２日（日）に聖マリアンナ医科大学　大学病院副院長　救急医学教授　平泰彦先生に「救
急蘇生法と聖マリアンナ医大救急救命センターの紹介」、同大学　大学病院長　小児外科教授　北川博昭先
生に「人間にはない勤務犬の魅力」の2本立てで学術講習会を開催しました。
　平先生には人医における救命処置のガイドラインの変遷や最新情報を、北川先生には我々犬を扱う獣医師
も知らない病院に勤めている「勤務犬」の活躍およびその治療への効果などを教えていただきました。なか
なか聞くことができない貴重な講演で、時間が過ぎるのが早く感じられる有意義な講習会でした。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 衛生支部 農林支部 団体支部 会員外

24名 3名 17名 1名 1名 1名 1名 0名
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西支部学術講習会開催報告
西支部長　別部　　博司
学術委員　岡田　かおり

　１月26日（日）『川越南文化会館　ジョイフル』にて西支部学術講習会を開催いたしました。大野耕一先
生（東京大学　獣医内科学研究室）をお招きし、『慢性腸症と蛋白喪失性腸症~Basics & Update』という演
題でご講演いただきました。
　日常の診療で頻繁に遭遇する慢性下痢に対する診断アプローチのポイントやIBD、リンパ腫や蛋白喪失性
腸症の考え方、食事療法について詳細にお話頂き、慢性下痢に対する考え方を再整理することができました。
講師の大野先生と講習会にご参加頂いた先生方に心より感謝申し上げます。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

34名 1名 2名 24名 1名 1名 3名 2名

北支部学術講習会開催報告
北支部長　大橋　邦啓
学術委員　髙野　宜彦

　北支部では、２月２日（日）に札幌夜間動物病院の遠藤雄介先生をお招きして、「疾患別の麻酔モニタリ
ングで注意すること」と題した学術講習会を行いました。
　消化器疾患や僧帽弁閉鎖不全症で注意すべき麻酔のポイントをご解説頂き、明日からの外科手術で、すぐ
に応用できる内容でした。質疑応答も活発に行われ、大変有意義な講習会でした。

＜参加者内訳＞

出席者 北支部 さいたま市支部 南支部 西支部 東支部 農林支部 会員外

24名 18名 0名 0名 0名 0名 1名 5名
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お 知 ら せ

畜安第９２１－３号
令和２年２月５日

公益社団法人埼玉県獣医師会
　　　　　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　丸山　盛司（公印省略）

「アフリカ豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく発生予防
及びまん延防止措置の実施に当たっての留意事項について」の全部改正
について（通知）

　日頃より、家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。　　　
　さて、アフリカ豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針については、別添のとおり全部変更した旨
公表されました（令和２年２月５日付け官報号外特第７号）。
　これに伴い、標記について同日付け元消安第5020号により農林水産省消費安全局長から通知がありま
したので御了知いただくとともに、貴会会員への周知及び本病の発生予防及びまん延防止措置等への御
協力をよろしくお願いいたします。

記

全部改正の概要
　１　構成
　　・豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針の構成に準拠した。
　　・同指針の準用規程を全て明文化した。
　２　家畜伝染病予防法の改正に基づく改正
　　・アフリカ豚コレラをアフリカ豚熱に改めた。
　　・予防的殺処分を規定した。

※別添省略

畜安第９２２－３号
令和２年２月５日

公益社団法人埼玉県獣医師会
　　　　　会長　髙橋　三男　様

埼玉県農林部畜産安全課　　　
課長　丸山　盛司（公印省略）

「豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく発生予防及びまん
延防止措置の実施に当たっての留意事項について」の全部改正について
（通知）

　日頃より、家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。　　　
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※別添省略

※別添省略

元日獣発第271号
令和２年１月22日

地方獣医師会会長  各位
公益社団法人　日本獣医師会
会長　藏　内　勇　夫　　　 

（公印及び契印の押印は省略）

食品廃棄物等を原材料とする飼料を給与する場合の加熱処理等の徹底に
ついて

　このことについて、令和２年１月14日付け元消安第 4495 号をもって、農林水産省消費・安全局動物
衛生課長から別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、沖縄県において継続的に確認されているＣＳＦの発生に関し、拡大ＣＳＦ疫学調
査チームが発生農場の現地調査を行ったところ、農場で加熱せずに食品残渣を使用しており、感染源と
して否定できない事例が確認されていることを受けて、動物由来品を含む食品廃棄物等を原材料とする
飼料を豚及びいのししに給与する場合の留意事項について、その遵守を徹底するよう周知、指導等の協
力を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

　さて、豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針については、別添のとおり全部変更した旨公表され
ました（令和２年２月５日付け官報号外特第７号）。
　これに伴い、標記について同日付け元消安第5021号により農林水産省消費安全局長から通知がありま
したので御了知いただくとともに、貴会会員への周知及び本病の発生予防及びまん延防止措置等への御
協力をよろしくお願いいたします。

記

全部改正の概要
　１　家畜伝染病予防法改正に基づく改正
　　・豚コレラを豚熱に改めた。
　　・豚コレラ診断マニュアルのうち、ＲＴ－ＰＣＲの検査手法
　２　その他、所要の修正
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
₅月

₆月14日（金）�
～16日（日）

第98回日本獣医麻酔外科学会/第110回日本獣医循環器学会/第65回日本獣医画像診断学会
2019春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月15日
（月・祝）

東支部�
「ふだんは治療がうまくいくけど、たまに
痛い目に遭うことがある犬の肥満細胞腫
アップデート」�
日本小動物医療センター　小林哲也　先生�
（越谷市　越谷サンシティ）

₈月

₉月₁日（日）

北支部�
「僧房弁閉鎖不全症～エビデンスでみる内
科から外科への移行のタイミング～」�
近畿動物医療研修センター附属動物病院　
森拓也　先生�
（熊谷市　ホテルシティーフィールドかごはら）

₉月₁日（日）

東支部�
「麻酔学；周術期のモニタリング」�
日本獣医生命科学大学　神野　信夫　先生�
（越谷市　越谷サンシティ）

10月６日（日）

北支部�
「周術期の麻酔モニタリング」�
札幌夜間動物病院　遠藤雄介　先生�
（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

10月18日（金）

北支部�
「AMRを考える　産業動物診療
を基礎から見直そう！正しい薬
の使い方について」�
麻布大学　佐藤　礼一郎　先生�
（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
→延期

10月20日（日）

西支部�
「腎泌尿器疾患で押さえておきたい７つのこと」�
日本獣医生命科学大学　宮川　優一　先生�
（川越市　川越南文化会館）

10月27日（日） 2019年度　関東・東京合同地区獣医師大会（千葉）獣医学術関東・東京合同地区学会
（千葉市　幕張メッセ）

11月４日
（月・祝）

南支部�
「疑問を徹底解説～新ACVIM新ガイドライ
ン2019～」�
近畿動物医療研修センター附属動物病院　森拓也　先生�
（さいたま市　大宮ソニックシティ）

11月24日（日）

西支部�
「眼科の緊急疾患～角膜疾患と緑内障」�
日本小動物医療センター　小野　啓　先生�
（川越市　川越南文化会館）

12月８日（日）

東支部�
「内分泌学；犬のクッシング症候群とアジソン病」�
まつき動物病院　松木　直章　先生�
（越谷市　越谷サンシティ）

令和元年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和２年２月２0日現在）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

12月15日（日）

北支部�
「心筋症だけじゃない猫の心臓病」�
宮崎大学　中村　健介　先生�
（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

令和₂年
₁月19日（日）

南支部�
「臨床医が臨床医に伝える臨床医のための
がんの診断学」�
日本小動物医療センター　小林哲也　先生�
（さいたま市　さいたま共済会館）

１月24日（金）

農林支部�
令和元年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会�
（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₁月26日（日）

さいたま市支部�
「麻酔学を基礎からもう一度考えよう」�
どうぶつの総合病院　淺川　誠　先生�
（さいたま市　ホテルブリランテ武蔵野）

₁月26日（日）

西支部�
「慢性腸症と蛋白喪失性腸症」�
東京大学　大野　耕一　先生�
（川越市　川越南文化会館）

₂月₂日（日）

南支部�
「人間にはない勤務犬の魅力�および�救急蘇
生法と聖マリアンナ医大救急救命センター
の紹介」�
聖マリアンナ医科大学
北川　博昭　先生・平泰彦　先生�
（さいたま市　貸会議室６F）

₂月₂日（日）

北支部�
「疾患別の麻酔モニタリングで注意すること」�
札幌夜間動物病院　遠藤　雄介　先生�
（熊谷市　ホテルシティーフィールドかごはら）

₂月₇日（金）�
～₉日（日）

2019年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（東京）
（東京国際フォーラム）

₂月16日（日）

西支部�
「猫によくみられる問題行動」�
日本獣医生命科学大学　水越　美奈　先生�
（川越市　川越南文化会館）

₂月20日（木）

衛生支部�
食肉衛生技術研修会�
（さいたま市　県食肉
衛生検査センター）

₃月15日（日）

さいたま市支部�
「局所・領域麻酔法～神経ブロック癌性疼
痛への対応～本当の緩和療法を行う！」�
どうぶつの総合病院　淺川　誠　先生�
（さいたま市　埼玉会館）
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２月11日　ボウリング大会（さいたま市　浦和国
際ボウル）

２月16日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

２月16日　第３回関東・東京合同地区監査会・理
事会（千葉県千葉市　東天紅）

２月19日　集合狂犬病予防注射関係資材売買契約
会（さいたま市　埼玉県農業共済会館）

２月20日　埼玉県オーエスキー病防疫協議会（さ
いたま市　さいたま共済会館）

２月20日　食肉衛生技術研修会（さいたま市　県
食肉衛生検査センター）

２月21日～23日　第16回日本獣医内科学アカデ
ミー学術大会（横浜市　パシフィコ横
浜）

２月27日　第1回開業部会第2運営委員会（さいた
ま市　埼玉県農業共済会館）

３月１日　日本獣医師会小動物臨床講習会（東京
都渋谷区　ＡＰ渋谷道玄坂）

３月２日　第２回畜産懇話会・畜産会第２回理事
会（熊谷市　ホテルヘリテイジ）

３月６日　第１回開業部会第１運営委員会（さい
たま市　埼玉県農業共済会館）

３月８日　日本獣医師会小動物臨床講習会（千葉
県千葉市　ＴＫＰガーデンシティー千
葉）

３月８日　横浜市獣医師会市民フォーラム（横浜
市　横浜市社会福祉センター）

３月13日　第４回狂犬病予防委員会、第２回班長
会議（さいたま市　清水園）

３月15日　さいたま市支部学術講習会（さいたま
市　埼玉会館）

３月17日　第３回総務委員会（さいたま市　埼玉
県農業共済会館）

３月25日　第６回、第７回理事会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

９月６日　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）
（栃木県栃木市　栃木総合文化セン
ター）

令和３年
１月22日～24日　令和2年度日本獣医師会獣医学

術学会年次大会（神戸市　神戸国際会
議場・展示場）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL��http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　国立天文台によると今年の立春は２月４日、
雨水は19日、啓蟄は３月５日だそうです。今冬
は、暖冬で季節感を感ずることもなく２月に
なってしまいました。しかし、立春を迎え節分
の行事に身を置くとやはり春を実感することと
なりました。春の陽気と猫の恋の季節を詠んだ
一茶の句に、
　『寝て起きて　大あくびして　猫の恋』と、
あります。春の陽気に誘われて昼寝をしていた
猫も、たっぷりと英気を養い大きなあくびをし
て、体を伸ばし『さぁーこれから恋人に会いに
行くか』と心の中で叫んでいる様子が見えます。
獣医さんとしては、恋敵と遭っても怪我しない
で帰ってこいよとひと声かけてやりたい状況で
す。近頃は猫のレトロウィルス感染症対策とし
て、家から一歩も出さない飼い方をする人々が
増えたので、一昔前のような喧嘩のあとの膿瘍
治療が減少しています。このことは猫や飼い主
にとって喜ばしいことではありますが、街の風
景の一つであった塀の上、屋根の上の猫が見え
なくなったのは、風景としては少しさみしい気
もします。
　閑話休題、CSF（豚熱）がワクチン接種によ
り終息している時に、世間は新型コロナウィル
ス感染症で大童です。クルーズ船関連の防疫措
置を我が国とオーストラリアやUSAを比較し
てみた時、国家の役割に対する彼我の差を感じ
ます。客観的に見れば、クルーズ船内は汚染地
域であり、下船した人々は隔離した上での検疫
を受けなければ、保菌者となって感染源となり
ます。従って、オーストラリアやUSAは帰国後、
空軍基地や本国から距離を置いた隔離された施
設で個別に2週間の検疫を強制されました。我
が国は、本県での発生例を見て理解できるよう
に、汚染地域である武漢からの帰国者でありな
がらも、帰国時のウィルスチェックで陰性なら
ば、２週間の拘留検疫はありませんでした。そ

の結果、帰国後発病し同居している御子息にま
で感染を広げてしまいました。
　国民の経済活動が支障なく行えるように環境
整備することは、国家の重要な任務です。感染
症の防疫対策は、ひとたび誤れば国民の生命財
産を危機的状況に貶めることとなります。CSF
（豚熱）ウイルスは水際での防疫措置をかいく
ぐって国内に侵入し、「飼養衛生管理基準を遵
守すること」では感染を阻止することはできま
せんでした。
　厚労省は水際での防疫措置を誤り、感染症の
侵入を看過しました。１億３千万人の国民の生
命財産を守るためには、事件発覚後の中国から
の帰国者は全て例外なく２週間隔離施設での厳
重な検疫がなされるべきでした。私権が公共の
福祉のために制限されるのは当然のことであ
り、USAではクルーズ船からの帰国者は有無
を言わさず軍施設に隔離し検疫を実施していま
す。その結果現在のところ感染拡大を阻止して
いるようです。我が国は、国家の為すべきこと
もせずに、医療体制も十分に提供せずに、国民
に自らの命は自ら守れと号令をかけています。
　先の大戦では、大正~昭和初期の生まれの
我々の父や祖父の代の人々が国家国民を守るた
めに命を犠牲にしました。国家は敗れはしたも
のの、その犠牲を土台にして我が国は再建され
ました。現在その再建された国家が再び国民を
守れず、危機に瀕しています。我々ひとりひと
りの国民の意識改革以外に国家再建の方策はあ
りません。
　荀子は『君なるものは舟なり、庶人なるもの
は水なり、水は即ち舟を載せ、水は即ち舟を覆
す』と述べています。君主が善政を布けば庶民
は穏やかに載せいただくが、悪政を行えば波立
ち転覆させるとの意味だそうです。心して２月
号の会報をお届けいたします。� （初雁）
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広告



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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